
令和２年版環境白書 

第１章 人と自然との共生の確保 

第２節．生物多様性の確保 

２．野生鳥獣の保護管理対策 

 

⑴ 事業目的 

野生鳥獣による農林作物等の被害を防止しながら、野生鳥獣の保護管理を図るため、「鳥獣の保護及

び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」※１に基づき策定した第12次鳥獣保護管理事業計画（平成29

年度～令和３年度）および、絶滅のおそれのある野生生物を保護するため、「絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」※２に基づいて鳥獣行政を推進していくもので、その主

要事項は次のとおりです。 

① 鳥獣保護区、特別保護地区、休猟区、特定猟具使用禁止区域、狩猟鳥獣捕獲禁止区域（ニホンジ

カ、キジ・ヤマドリ）、鉛散弾規制区域の指定整備に関する事項 

②  有害鳥獣の捕獲に関する事項 

③  鳥獣の生息状況の調査に関する事項 

④ 鳥獣保護事業の啓発及び実施体制の整備に関する事項 

⑤  絶滅のおそれのある種の保存に関する事項 

 

⑵ 取組状況 

令和元年度に実施した主な事業は次のとおりです。 

⑴ 令和元年度末現在の鳥獣保護区等の指定状況は資料編：表１のとおりで、鳥獣保護区の新規指定 

はありませんでした。 

⑵ 愛鳥週間（５月10～16日）行事の一環として、小・中・高等学校及び特別支援学校の児童・生徒

を対象とした愛鳥週間ポスター図案の募集（応募校35校、応募数436点）、その入賞者の表彰と作品

の展示や野鳥観察会（松江市内、出雲市内）を実施し愛鳥思想の普及啓発に努めました。 

⑵  水鳥の保護対策の基礎資料とするため、ガンカモ類の生息調査を実施しており、主要地域（中

海・能義平野・宍道湖・神西湖・神戸川・蟠竜湖・高津川）での調査を令和2年1月12日に、その

他地域(県内全域)を令和2年１月5日から19日の期間に実施しました。（資料編：表２） 

⑶  傷病野生鳥獣の救護対策として、傷病野生鳥獣救護ドクターの6名により鳥類12件の傷病鳥獣

の治療を実施しました。 

⑸ 本県では出雲北山山地をニホンジカ捕獲禁止区域に指定し狩猟を禁止していますが、頻繁な出

没や農林作物被害が深刻なことから、個体数調整と生息環境整備を重点的に進めました。併せて生

息頭数調査（区画法調査・ライトセンサス調査）を実施し、より正確な頭数把握に努めました。 

⑹ 西中国山地に生息するツキノワグマは、特定鳥獣保護管理計画に基づき対策を講じてきていま

す。しかし近年、人家周辺に出没したり、農林作物畜産等への被害を発生させる状況にあるため、

鳥獣専門指導員５名を配置し、出没時の対応や被害対策を講じるなど、適切な保護管理に努めまし

た。 

⑺ 野生鳥獣による農作物被害対策として、防護柵等の設置及び有害鳥獣捕獲を推進し、その軽減及

び防止に努めました。 



 

 

※１. 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律 

鳥獣の保護管理を図るための事業を実施するとともに、鳥獣による被害を防止し、併せて猟具の使用に係る危険を予防

することにより、鳥獣の保護管理と狩猟の適正化を図ることを目的とした法律。 

※２. 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存を図ることにより良好な自然環境を保全することを目的とした法律。 

 

 

所属名 問い合わせ先 

農林水産総務課（鳥獣対策室） 0852-22-5160 

【担当課】 


